
事

一
念

三

千

論

の

一
考

察

は

し

が

き

事

一
念
三
千
と
は
、
日
蓮
聖
人
が
自
ら
の
体
験
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
た

一
切
衆
生
の
成
仏
の
原
理
で
あ
り
、
成
仏
の
現
実
世

界
が
説
か
れ
た
も
の
で
、
信
の
一
念
三
千
で
あ
り
、
南
無
妙
法
蓮

華
経
で
あ
る
。
こ
の
日
蓮
教
学
の
根
幹
を
な
す
教
理
で
あ
る
事

一

念
三
千
論
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
日
蓮
教
学
の
学
者

「
田
中
智
学
居

士
」

「
山
川
智
応
博
士
」

「望
月
歓
厚
博
士
」
の
各
師
の
論
の
解

釈
を
も
と
に
し
て
考
察
を
行
な
い
た
い
。

一
　

田
中
智
学
居
士

の
事

一
念
三
千
論

田
中
智
学
居
士
は
三
大
秘
法
を
日
蓮
聖
人
の
教
学
の
中
心
と
考

察
さ
れ
、　
三
大
秘
法
の
結
論
と
し
て
事

一
念
三
千
を
論
じ
て
い

る
。　
こ
の
事
は

『
日
蓮
聖
人
乃
教
学
』

の
科
段
か
ら

理
解
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
事

一
念
三
千
の
解
釈
に
つ
い
て
、

「法
門
と
し

星

野

行

て
の
三
大
秘
法
を
観
行
と
し
て
こ
と
わ
る
と
き
は
事

一
念
三
千
と

称
す
る
の
で
あ
る
。」
Ｔ
）
コ
ニ
大
秘
法
を
観
の
方
面
か
ら
見
れ
ば

事

一
念
三
千
の
妙
観
で
あ
る
。」
っ
）
コ
ニ
大
秘
法
は
事
行
の
南
無

妙
法
蓮
華
経
と
い
い
、
ま
た
事

一
念
三
千
の
観
法
と
も
称
し
て
い

る
。」
（こ

と
著
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

叉
、
田
中
智
学
居
士
は
事

一
念
三
千
を
理

一
念
三
千

（理
論
的

心
証
的
な
も
の
）
に
対
し
、
実
際
的
活
動
的
な
も
の
と
し
て
と
ら

え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
事

一
念
三
千
の
結
論
的

解
説
に
お
い
て
、　
ヨ

念
三
千
の
妙
理
を
た
だ
ち
に
人
生
事
実
の

上
に
発
揮
し
て
、
人
を
救
い
、
国
を
治
め
、世
を
利
し
て
行
く
所
の

活
方
面
に
応
用
す
る
の
を
事

一
念
三
千
と
い
う
の
で
あ
る
。」
Ｔ
）

と
著
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

事
と

一
念
三
千
に

つ
い
て
は
、

「事
と
は
迷
悟
を
超
脱
し
た

本
仏
果
上
の
事
の
こ
と

で
あ
り
、　
本
領
的
実
際
的
の
意
味
で
あ

る
。」
（こ

「
一
念
三
千
と
は
成
仏
の
道
理
を
組
織
的
に
説
い
た
も

秀
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の
で
↑
、

こ
の
目
的
は
十
界
互
具
と
い
う
こ
と
を
事
実
上
に
結

論
す
る
こ
と
で
あ
る
。」
？
）
と
述
べ
て
い
る
。

事

一
念
三
千
と
妙
法
五
字
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
寿
量
品
に

説
か
れ
た
三
身
常
住

一
念
三
千
の
妙
理
を
呪
し
出
し
た
の
が
、
本

門
寿
量
の
肝
心
妙
法
五
字
で
あ
る
。」
↑
）
「事
行
の
南
無
妙
法
蓮

華
経
を
事

一
念
三
千
の
観
法
で
あ
る
。」
↑
）
と
解
釈
し
て
い
る
。

事

一
念
三
千
と
信
の
関
係
に
つ
い
て
は
、　
ヨ

念
三
千
の
観
法

が
直
ち
に
信
そ
の
も
の
で
あ
る
。」
６
）
と
解
釈
し
て
い
る
。

し
か
し
、
事

一
念
三
千
と
妙
法
五
字
、
事

一
念
三
千
と
信
に
つ

い
て
の
論
理
的
分
析
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

二
　
山
川
智
応
博
士
の
事

一
念

三
千
論

そ
し
て
さ
ら
に
山
川
智
応
博
士
に
い
た
っ
て
は
、
田
中
智
学
居

士
の
事

一
念
三
千
論
の
論
理
的
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
事

一
念
三
千
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

山
川
智
応
博
士
は

『開
目
抄
』
に
あ
ら
わ
さ
れ
た

一
念
三
千
が

お
の
ず
か
ら
法
体
と
仏
種
と
信
証
と
い
う
三
義
を
示
し
て
、
名
前

は
天
台
の
一
念
三
千
と
言
わ
れ
て
も
、
実
は
決
し
て
天
台
の
一
念

三
千
で
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た

貧
）
。

法
体
の
一
念
三
千
と
は
、
昭
定
の
五
五
二
頁
七
行

「述
門
方
便

品
は
」
か
ら
五
五
二
頁
十
三
行

「
一
念
三
千
な
る
べ
し
。
」
ま
で

の
文
で
、
本
門
寿
量
品
の
釈
尊
の
顕
本
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
成
立

す
る
法
門
で
あ
る
。

仏
種
の
一
念
三
千
と
は
、
昭
定
の
五
七
九
頁
三
行

「真
言

ｏ
華

厳
等
の
経
経
に
は
」
か
ら
五
七
九
頁
九
行

「天
台
智
者
大
師

一
人

此
法
門
を
得
給
え
り
。
」
ま
で
の
文
で
、
水
中
の
月
、
根
な
し
草

の
一
念
三
千
で
は
な
く
、　
一
念
三
千
の
法
門
の
構
成
は
述
門
も
本

門
も
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

信
証
の
一
念
三
千
と
は
、
昭
定
の
六
〇
四
頁
七
行

「
又
仏
に
な

る
道
は
」
か
ら
六
〇
五
頁
四
行

「
霊
山
に
ま
い
り
て
返
て
み
ち
び

け
か
し
。
」
ま
で
の
文
で
、　
一
分
の
慧
解
の
な
い
不
惜
身
命
の
信

念
成
仏
で
あ
り
、　
一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
る
妙
法
蓮
華
経
を
信

じ
る
受
持
の
成
仏
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
の
事

一
念
三
千
に
は
、
法
体
の
一

念
三
千
、
仏
種
の
一
念
三
千
、
信
証
の
一
念
三
千
の
三
つ
の
範
疇

が
窺
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

山
川
智
応
博
士
は
、

「当
家
の
一
念
三
千
は
信
心
の
一
念
三
千

で
あ
る
。」
Ω
）
「本
仏
の
心
法
に
対
し
て
、
不
自
惜
身
命
の
信
念

を
以
て
帰
命
没
入
す
る
こ
と
が
即
ち
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、

事

一
念
三
千
な
の
で
あ
る
。」
盆
）
「凡
夫
直
ち
に
本
仏

ｏ
本
化
の

心
を
以
て
心
と
す
る
と
い
う
簡
単
明
快
な
る
信
心
血
脈
こ
そ
本
化

正
統
の
事

一
念
三
千
で
あ
る
。」
２
）
コ
ニ
秘
こ
と
ご
と
く
信
心
の
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一
念
三
千
で
あ
る
。」
含
）
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
理
的
根

拠
と
な
る
信
立
脚
の

一
念
三
千
の
構
造
を
論
じ
た
い
。

衆
生
が
こ
の
法
界
は
本
仏
縁
起
の
法
界
で
あ
り
、
我

々
は
そ
の

中
に
在
る
と
信
じ
る
時
、
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
た
る
こ
と

を
信
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
信
じ
る
時
、
我
々
は
本
仏
体

内
の
九
界
と
な
る
の
で
あ
る
。
本
仏
体
内
の
九
界
と
は
、
教
相
面

か
ら
い
え
ば
と
り
も
な
お
さ
ず
本
化
菩
薩
の
春
属
と
な
る
こ
と
で

あ
る
。

そ
の
時
に
ま
た

本
仏
は
我
が

父
で
あ
り
、

我
が
仏
界
で

あ
る
と
な

っ
て
、

（無
始
の
）
仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
わ
り
て

と
な
る

盆
τ

仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
わ
り
て
で
あ
る
と
す
る

時
、
そ
の
本
仏
の
諸
法
実
相
、
慧
光
照
無
量
、
毎
自
作
是
念
の
功

徳
は
、
我
々
行
者
の
分
々
の
中
に
顕
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
仏
界
所
具
の
九
界
と
し
て
の
我
が
身
心
、
九
界
所
具
の
仏

界
と
し
て
の
我
が
仏
性
、
こ
の
内
外
相
応

・
因
縁
和
合
し
て
、
法

界
こ
と
ご
と
く
本
門
の

一
念
三
千
、
本
仏
の

一
念
三
千
と
し
て
、

お
の
お
の
本
来
の
功
徳
利
益
を
活
現
し
、
常
寂
光
上
の
世
界
を
顕

現
す
る
。
そ
の
現
実
の
姿
を
、
真
の

一
念
三
千
、
事

一
念
三
千
と

い
う
の
で
あ
る

っ
）
と
い
う
、
こ
の
信
立
脚
の

一
念
三
千
の
構
造

に
よ
り
、
不
惜
身
命
の
信
念
受
持
に
よ

っ
て
、
本
仏
果
上
常
住
遍

照
の

一
念
で
あ
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
信
念
受
持
す
る
時
に
、
仏

の
因
果
の
功
徳
を
譲
り
与
え
ら
れ
、
仏
心
即
凡
心
と
な
る
か
ら
ま

た
凡
心
即
仏
心
と
な
り
、
本
仏

・
本
化
が
却

っ
て
我
等

一
念
の
中

の
本
有
の
功
徳
と
な
る
と
考
察
さ
れ
て
い
る
盆
て
こ
の
よ
う
に
山

川
智
応
博
士
は
実
践
的
な
救
い
を
、
信
念
、
信
心
、
つ
ま
り
信
に

重
点
を
お
い
て
、
信
立
脚
の
一
念
三
千
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、

事

一
念
三
千
を
論
じ
て
い
る
。

〓
一　
望
月
歓
厚
博
士
の
事

一
念
三
千
論

そ
れ
に
対
し
、
望
月
歓
厚
博
士
の
事

一
念
三
千
論
は
、
事

一
念

三
千
の

「事
」
、　
ヨ

念
」
、　
ヨ
一千
」

「妙
法
五
字
」
の
そ
れ

ぞ
れ
の
語
句
に
つ
い
て
論
理
的
に
分
析
し
、
考
察
し
て
い
る
こ
と

と
、

「事

一
念
三
千
」
と

「妙
法
五
字
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「事
」
の
表
現
と
は
、
複
雑
を
去

っ
て
純

一
に
、
観
心
を
去

っ

て
体
験
に
、
知
解
を
信
仰
に
、
個
人
を
社
会
に
、
理
論
的
法
界
を

人
間
的
実
証
に
、
三
世
を
現
在
に
結
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
は

死
法
門
を
活
法
門
た
ら
し
め
ん
と
し
た
努
力
で
あ
る
翁
Ｉ

「事
」
の
思
想
と
は
、
理
本
覚
か
ら
事
本
覚

へ
、
哲
学
的
事
か

ら
宗
教
的
事

へ
、
思
惟
的
事
か
ら
体
験
事

へ
の
転
進
で
あ
り
、
の
）

観
念
、
理
性
、
法
理
を
超
え
た
実
際
的
、
具
体
的
、
体
験
的
な
有

相
の
事
、
経
験
の
事
を
重
ん
ず
る
こ
と
で
あ
る
Ａ
と

ま
た
、
仏

徒
と
し
て
釈
尊
を
三
界
の
教
主
と
仰
ぎ
、
そ
の
統
領
す
る
世
界
に
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在
る
仏
子
た
る
の
信
仰
か
ら
、
そ
の
法
の
具
体
的
顕
現
を
以
て
、

自
己
並
び
に
時
代
社
会
国
家
を
有
機
的
に
統

一
し
、　
そ
こ
に
現

在
す
る
世
界
を
浄
土
実
現
の
世
界
と
見
よ
う
と
す
る

こ
と
で
あ

）ｏ
（２
）
ｏ

「
一
念
」
と
は
、
凡
夫
に
在

っ
て
は
信
心
の
一
念
で
あ
り
、
仏

の
成
就
さ
れ
た
果
上
の
一
念
が
、　
凡
夫
に
顕
現
し
た

一
念
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
仏
果
果
上
心
に
同
共
の
一
念
を
も

っ
て
、
事

一
念

三
千
の
一
念
と
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
大
覚
世
尊
久
遠
実
成
当
初

証
得
の
一
念
で
あ
る

２
）
。

「
三
千
」
と
は
、諸
法
で
あ
り
、有
相
可
見
の
世
界
で
あ
る
２
Ｘ

「妙
法
五
字
」
と
は
、
法
華
経
の
全
体
そ
の
も
の
で
あ
る
分
χ

「妙
法
五
字
と
三
千
の
関
係
」
と
は
、
同

一
体
で
あ
る
。
し
か

し
、
同
体
の
二
法
が
表
現
を
異
に
す
る
限
り
全
同
で
は
な
い
。
五

字
を
袋

・
蔵
と
い
う
の
は
外
皮

・
容
器
の
意
味
で
な
く
、
三
千
を

具
足
し
、
三
千
を
収
約
す
る
義
で
あ
る
。
つ
ま
り
、　
一
念
三
千
は

具
足
の
袋
に
収
め
ら
れ
る
の
法
門
、
五
字
は
こ
れ
を
収
め
る
肝
要

の
法
と
な
る
。
次
に
理

・
教
に
分
対
す
る
の
も
ま
た
両
者
の
異
相

で
あ
る
。
三
千
と
五
字
と
は
等
し
く
事
の
法
体
で
あ
る
が
、
五
字

は
法
華
経

一
部
の
肝
要
の
教
法
で
あ
り
、　
一
念
三
千
は
こ
れ
を
開

い
て
理
義
を
分
別
し
た
談
道
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、　
一
念
三
千

は
基
本
的
理
義
と
し
て
語
ら
れ
、
五
字
は
具
体
的
教
法
―
要
法
―

と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、　
一
体
二
相
が
五
字
と
三
千

の
関
係
で
あ
る

２
１

こ
の
関
係
に
よ
り
、

「事

一
念
三
千
」
と

「妙
法
五
字
」
の
関

係
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

「事

一
念
三
千
と
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
観
心
以
外
に
あ
ら
ず

し
て
、
そ
の
体
不
二
で
あ
る
。」
参
）
「事

一
念
三
千
観
と
は
事
行

の
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
い
う
。」
２
）
「事

一
念
三
千
の
顕
発
と
は

妙
法
五
字
を
信
唱
す
る
以
外
に
は
な
い
。」
分
）
「事

一
念
三
千
全

体
が
妙
法
蓮
華
経
で
あ
り
、
妙
法
蓮
華
経
全
体
が
事

一
念
三
千
で

あ
る
。」
６
）小

　
　
結

各
三
師
の
論
を
ま
と
め
る
と
、
田
中
智
学
居
士
は
事

一
念
三
千

の
組
織
体
系
化
を
な
し
、
事

一
念
三
千
を
実
際
的
活
動
的
な
も
の

と
し
て
解
釈
し
た
。
山
川
智
応
博
士
は
、
信
立
脚
の
一
念
三
千
を

明
ら
か
に
さ
れ
、
事

一
念
三
千
を
信
の
一
念
三
千
で
あ
る
と
解
釈

し
た
。
望
月
歓
厚
博
士
は
、
事

一
念
三
千
と
妙
法
五
字
の
関
係
を

論
理
的
に
分
析
し
、
事

一
念
三
千
を
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
と
解
釈

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

「
田
中
智
学
居
士
」

「
山
川
智
応
博
士
」

「望
月
歓
厚
博
士
」
と
時
代
を
経
る
に
し
た
が
い
、
教
学
的
理
論

が
深
化
し
、
信
仰
の
実
存
の
解
明
、
宗
学
体
系
化
に
向
か
っ
て
い
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く
あ
り
さ
ま
が
理
解

で
き
る
の
で
あ
る
。

註
（
１
）

田
中
智
学
著

『
日
蓮
聖
人
乃
教
学
』
四

一
二
頁
。

（
２
）

右
同
　
四

一
六
頁
。

（
３
）

右
同
　
四

一
一
頁
。

（
４
）

右
同
　
四

一
七
頁
。

（
５
）

右
同
　
四

一
四
頁
。

（
６
）

右
同
　
四
二
〇
頁
。

（
７
）

右
同
　
四

一
八
頁
。

（
８
）

右
同
　
一二
Ｉ
ハ
頁
。

（
９
）

右
同
　
四

一
一
頁
。

（
１０
）

右
同
　
四
四
七
頁
。

（
ｎ
）

山
川
智
応
著

『
開
目
抄
講
話
』

一
〇
―

一
三
頁
。

（
・２
）

右
同
　
一〓
一一六
頁
。

（
・３
）

山
川
智
応
著

『観
心
本
尊
抄
四
十
五
字
法
体
段
正
義
』
八
頁
。

（
・４
）

山
川
智
応
稿

「
再
び

一
念
三
千
の
法
体
と
行
法
を
論
ず
」

（大
崎

学
報
八
八
号
所
収
）
四

一
頁
。

（
・５
）

山
川
智
応
著

『
開
目
抄
講
話
』
二
三
七
頁
。

（
・６
）

右
同
　
一〓
一一五
―
六
頁
。

（
・７
）

右
同
　
一〓
一一人
頁
。

（
・８
）

山
川
智
応
著

『観
心
本
尊
抄
講
話
』

一
三
五
頁
。

（
・９
）

望
月
歓
厚
著

『
日
蓮
教
学
の
研
究
』

一
三
二
頁
。

（
２０
）

右
同
　
八
二
頁
。

（
２．
）

右
同
　
八
三
頁
。

（
２２
）

右
同
　
九
六
頁
。

（
２３
）

右
同
　
一
一
五
頁
。

（
２４
）

右
同
　
一
一
六
頁
。

（
２５
）

右
同
　
一
一
四
頁
。

（
２６
）

右
同
　
一
一
七
頁
。

（
２７
）

望
月
歓
厚
著

『観
心
本
尊
抄
講
義
』
五
五
百
。

（
２８
）

右
同
　
五
五
頁
。

（
２９
）

右
同
　
四
八
頁
。

（３０
）

右
同
　
二
五
八
頁
。
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